
心あたたまるＰＯＰで、読書の楽しさを伝える！ 

東大阪市で愛される書店で、女子大生の目線を活かした販促活動を実施！ 

連携企画開始日 2020 年１月 10 日(金) 9:30～ ／場所：栗林書房前 

 

 
 

 

 

 

 

大阪樟蔭女子大学 学芸学部国文学科は、2020年1月10日（金）～24日（金）
の期間、産学連携事業として株式会社栗林書房（以下、栗林書房）と協力し、学生の提
案による一押し書籍の販売促進を行います。 
 
 
 
 

 

 

本取り組みは、国文学科の学生が「書物を学ぶ、書店を学ぶ」の授業の一環として、書店での就業体験を通して、
課題解決に向けた企画を提案するもの。今年度も 1932年の創業から永く地元東大阪市で愛され続けてきた書店
「栗林書房」の協力のもと、学生による書籍の販促活動に取り組みました。 
今回、栗林書房からの課題は「自分自身が自信をもっておすすめしたいと思う本を展開する」でした。学生は、就

業体験を通して、来店客の年齢層が高いことに気づき、同世代の女子学生層の新規獲得を目指して書籍提案を
行います。工夫を凝らした POPやポスターは、若い世代に読書の楽しさを伝えるデザインになっています。 
この取り組みを通じて、地域の皆さまにより一層本の楽しさに気づいてもらい、活字への興味・関心を深めていただ

くことを目標としています。 
報道関係の皆さまには、ぜひ取材にお越しいただき、学生による実際の販売の様子をご覧いただければと思います。 

 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
＜本リリースに関するお問合せ先＞ 
学校法人樟蔭学園 学園広報課（担当︓梶田・井上） 
TEL:06-6723-8152（直通）FAX:06-6723-8263 E-mail: gakuen-pr@osaka-shoin.ac.jp 

PRESS RELEASE 
2019年 12月 25日 
産学連携 地域連携 × 

 

本件のポイント 
●女子大生が提案する女子学生におすすめする書籍を販促 

●実践の場での学びや気づきを促し、学生の成長につなげる産学連携企画 

●地域に密着した書店で、地域社会で果たす役割を学ぶ 

大阪樟蔭女子大学×栗林書房 ～ 連携企画開始イベント ～ 

1月 10日 (金) 9︓30～ 栗林書房前にて 
※ 学生による実際の設置の様子を見ていただけます。 
 栗林書房社長、学科担当教員同席の予定 
【紹介する書籍 】   
・著者︓いぬじゅん  
「この冬、いなくなる君へ」 (ポプラ社） 
「無人駅で君を待っている」（スターツ出版）  
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